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会議の主旨

病院連絡会議は，これまで救急医療について議論してきた
「９病院連絡会議」，また，病院と在宅医療の連携について議
論してきた「１０病院地域連携会議」の流れを受け継ぎ，年１
回開催しています。

今年度は，市内１２の病院等にご出席いただいています。

２



平成３０年度 病院連絡会議（平成３１年３月６日開催） 次 第

３

次 第

１．開会

２ 挨拶

３．議事

（１） 救急搬送の現状について（柏市消防局救急課）

（２）小児救急体制について（柏市保健福祉部地域医療推進課）

（３）災害医療について（柏市総務部防災安全課）

（４）在宅医療について（柏市保健福祉部地域医療推進課）

４．意見交換

５．その他

６．閉会



平成３０年度 病院連絡会議 出席者 （敬称略）

４

(7) 柏たなか病院

院長 谷山 新次

事務長代理 飯野 聡

(8) 辻󠄀仲病院柏の葉

婦人科部長 山田 清彦

事務長 鴨志田 道博

地域連携室 宮本 寿里

(9) 名戸ヶ谷病院

院長 松澤 和人

地域連携室 山田 太一郎

(10) 深町病院

院長 深町 信介

事務長 山下 洋一

(11) 聖光ヶ丘病院

診療部長 吉村 聡史

地域医療連携課事務 草野 宗司

(12) 柏南クリニック（柏南病院）

院長 坂井 博

※行政からは，保健福祉部，消防局，

防災安全課，保健所職員が参加。

１．柏市医師会 ２．病院

会 長 金江 清 (1) 国立がん研究センター東病院

副会長 長瀬 慈村 院長 大津 敦

副会長 松倉 聡 サポーティブケアセンター副センター長 坂本はと恵

理 事 古田 達之 (2) 東京慈恵会医科大学附属柏病院

院長 秋葉 直志

救急部 診療部長 奥野 憲司

患者支援センター副センター長 和気 江利子

患者支援センター主任 市原 崇之

(3) おおたかの森病院

院長 松倉 聡

(4) 岡田病院

常務理事 小児科医長 岡田 剛

事務長 木村 直樹

医療連携室医事課主任 中澤 紀之

(5) 柏厚生総合病院

院長 諏訪 達志

地域連携課係長 牛島 功貴

地域連携課主任 阿部 貴光

(6) 柏市立柏病院

院長 野坂 俊壽

事務部参事 中山 一三

総合相談・地域医療支援センター主査嶋村 有紀子



１．主な取り組み状況（H30年度）

・在宅医療情報紙「わがや」の発行

・医療・介護連携の推進のための研修会について

・病院と在宅とのシームレスな連携のための取組み

・カシワニネット（情報共有システム）について

・在宅医療と救急医療の連携した取組み

２．柏地域医療連携センター相談状況

･平成２９年度実績

・平成３０年度（４～１２月）実績

・柏地域医療連携センターの相談機能

３．病院と在宅との連携強化について

・市内病院地域連携担当者（MSW）連絡会議

・「病院と在宅のさらなる連携強化に向けた研修会」～地域包括ケアシステム研修会～
５

在宅医療について～病院との連携から～ （平成３０年度病院連絡会議：資料４抜粋）



【参考】視察受入実績 (平成30年度病院連絡会議資料より）

年度
主な視察者，団体等 （大臣名等は当時のもの）

国内 国外

平成２３年度

野田佳彦内閣総理大臣
長浜博行内閣官房副長官
前田武志国土交通大臣
松崎公昭衆議院議員

平成２４年度
羽田雄一郎国土交通大臣
小泉進次郎衆議院議員

南アフリカ共和国
クワズールーナタール州議会議員

平成２５年度
根本匠復興大臣
桝屋敬悟厚生労働副大臣
太田昭宏国土交通大臣，

シンガポール共和国 保健大臣他
中華人民共和国政府（ＪＩＣＡ主催）

平成２６年度 新藤義孝総務大臣・内閣府特命担当大臣
モンゴル国ダルハン市長
モンゴル国ダンハンオール県議長他

平成２７年度
加藤勝信一億総活躍担当大臣
石井啓一国土交通大臣

台北市長
中華人民共和国
（国家衛生計画生育委員会）

平成２８年度
台湾行政院
中華人民共和国民生部
ＪＩＣＡ中国研修団

平成２９年度
武見敬三参議院議員
桜田義孝衆議院議員

ＷＨＯ（世界保健機構） 各国関係者

平成３０年度
片山さつき内閣府特命担当大臣
滝川伸輔千葉県副知事

大韓民国保健福祉部

視察，講演，取材等 合計 １，０７４件（平成31年2月末現在） ６


